
総合的な学習の時間の活用による ESD の実践 

 

北海道教育大学附属札幌中学校 

校長    萬谷 隆一 

生徒会係  山下 彩 

 

１．本校の ESD の特徴 

 本校では総合的な学習の時間の学習活動が「学び合い」を支える大切な基盤になっている。

コロナ禍で諸活動に制限が多く、学校行事や特別な取組がしにくい最中、総合的な学習の時間

が ESD を支える主軸にもなっている。第１学年から段階的に、課題を設定し探究する学習活

動を積み重ね、『人格の発達や、自律心、判断力、責任感などの人間性を育むこと』『他人との

関係性、社会との関係性、自然環境との関係性を認識し、「関わり」「つながり」を尊重できる

個人を育むこと』を目指している。 

 

２．活動・全体計画 

＊第 1 学年 

「リアライズ」  

探究課題：地域と関わるための実践と考察 

コロナ以降：地域に関わること、社会に参画することを「理解し、実行し、実現する」 

 

＊第 2 学年 

「リフト」  

探究課題：社会貢献と働くことの意義 

コロナ以降：自己の理想の生き方の追求 

 

＊第 3 学年 

「リレイト」  

探究課題：現代の社会の問題と、主体的・協働的な解決のあり方 

コロナ以降：自己の理想の社会の実現を目指した問題と、その解決に向けた実践 

 

 １年生ではグループで、２年生以降は個人で探究課題を設定し、課題解決に向けた取組を行

った。１年生の地域の社会問題を探し、給食の食べ残しやゴミのポイ捨て、カラスの被害、防

災や地域のよさを見出す食べることや暮らすことを考える探究、２年生のキャリア教育に関わ

る生きることを考える探究、３年生では SDGs の目標から探究課題を設定し考える探究を通し

て、ユネスコスクールが考える ESD に関する活動にリンクするようにした。 



３．活動事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上記は３年生が実際にまとめたレポートである。SDGs の目標「10．人や国の不平等をなく

そう」から、カカオ生産における不平等に着目し、「サステナブルチョコレート」について探究

を深めた。探究を行う上では学校での調査活動はもちろん、実際に森永製菓に電話でインタビ

ューを行ったり（コロナ禍以前は直接訪問も行っていた）、他の企業にメールで質問をしたり

もして、より根拠をもって課題解決に向かえるよう調査方法も工夫した。 

 調査結果はそれぞれこのようなレポートにまとめ、冊子に残している。 

 

 

４．成果と課題 

 総合的な学習の時間以外にも、身近な社会問題や身近な大人がどのように職業を選択し働い

ているのか、また SDGｓの目標について考える生徒が増え、社会参画への意識、持続可能な開

発についての意識が高まったと捉えられる。 

 やはり従前のようなフィールドワークができていないことで活動の幅が狭まっているよう

に感じている。学校としても今まで通りではなくても、生徒が生き生きと縦横無尽に探究活動

できる方法を模索していかなければならない。 


